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新年度の挨拶
財政状況をお知らせします
みんなでともに乗り越えよう
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今月の表紙 祝福に包まれて 人生の新たな一歩を
（３月23日  なみえ創成小学校）

「新型コロナウイルス
感染症」の拡大防止に
ご協力をお願いします

「３つの密」を
避けて

過ごしましょう
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一般会計補正予算

特別会計補正予算水道事業会計補正予算

令和元年度（平成31年度）下半期
財政状況をお知らせします
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福
島
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
フ
ィ
ー

ル
ド
へ
の
期
待
は

こ
の
施
設
は
、
太
陽
光
発
電
に
よ
る

電
力
を
利
用
し
て
水
素
を
製
造
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
町
で
は
「
浪
江
町

復
興
計
画【
第
二
次
】」
に
基
づ
き
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
町
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
今

後
は
、
こ
の
施
設
で
製
造
す
る 

”浪
江

産
CO2
フ
リ
ー
水
素
“も
積
極
的
に
活
用

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

開
催
延
期
が
決
定
し
ま
し
た
が
、
東

京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
は
、
日
本
の
高
い
技
術
力
を

世
界
に
示
す
た
め
、
聖
火
台
や
聖
火
リ

レ
ー
の
ト
ー
チ
、
選
手
村
の
燃
料
な
ど
に

”浪
江
産
CO2
フ
リ
ー
水
素
“
の
活
用
が

決
ま
っ
て
い
ま
す
。
世
界
で
地
球
温
暖
化

が
問
題
と
な
る
な
か
、
環
境
に
優
し
い

未
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
水
素
の
利

活
用
が
国
内
外
で
広
が
っ
て
い
ま
す
の

で
、
道
の
駅
や
産
業
団
地
な
ど
で
水
素

を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
将
来

的
に
は
浜
通
り
全
体
の
復
興
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
経
済
面
に
お
い
て
は
、
当
施
設

へ
世
界
中
の
人
々
の
訪
問
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
水
素
産
業
の
一
層
の
振

興
が
図
ら
れ
る
こ
と
で
、
関
連
企
業
の

進
出
な
ど
に
よ
る
雇
用
創
出
や
人
口
の

増
加
な
ど
が
見
込
ま
れ
、
町
の
さ
ら
な

る
発
展
に
つ
な
が
る
と
期
待
し
て
い
ま

す
。
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｜
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｜
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｜

農
業
や
漁
業
の
復
興
状
況
は

水
産
業
共
同
利
用
施
設
の
完
成
に
よ

り
、
請
戸
漁
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
介

類
な
ど
を
市
場
へ
流
通
さ
せ
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。
漁
港
が
活
気
づ

け
ば
、
町
全
体
に
も
波
及
し
ま
す
。
今

後
、
全
国
の
皆
さ
ん
に
新
鮮
な
魚
介
類

を
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
と
、

本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。
こ
れ
ま
で
厳

し
い
環
境
下
で
試
験
操
業
を
重
ね
て
き

た
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
も
、
さ

ら
に
漁
業
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
る
た
め
に
は
、 ”農
業
の
再
興
“

も
重
要
で
す
。
既
に
帰
還
し
た
農
家
の

皆
さ
ん
は
、
花
卉
や
エ
ゴ
マ
、
タ
マ
ネ

ギ
な
ど
の
栽
培
に
力
強
く
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
水
稲
に
お
い
て

も
、
皆
さ
ん
の
努
力
に
よ
っ
て
作
付
面

積
が
広
が
り
、
今
年
は
昨
年
の
３
倍
の

81
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
作
付
け
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
は
来
年
秋
の
利
用

開
始
を
目
指
し
て
乾
燥
調
製
貯
蔵
施
設

（
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
）
の

整
備
を
始
め
る
な
ど
、
営
農
再
開
や

新
規
就
農
を
全
力
で
支
援
し
て
い
き

ま
す
。｜｜

｜
｜

｜
｜

｜
｜

｜
｜

｜
｜

今
後
の
町
づ
く
り
の
展
望
は

”町
の
顔
“
で
あ
る
浪
江
駅
前
や
新

町
通
り
な
ど
の
中
心
市
街
地
を
再
開
発

し
、
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
駅
の
利
便
性
向
上
な

ど
、
以
前
か
ら
国
に
要
望
し
て
い
た
事

業
計
画
が
よ
う
や
く
認
め
ら
れ
ま
し
た

の
で
、
今
後
、
具
体
的
な
整
備
計
画
を

策
定
し
て
い
き
ま
す
。
商
工
会
を
は
じ

め
地
元
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠
な

の
で
、
ぜ
ひ
お
力
添
え
を
お
願
い
し
ま

す
。ま

た
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
待
ち
望
ん

で
い
る
医
療
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
で

き
る
だ
け
早
く
医
師
を
確
保
す
る
た
め

に
、
あ
ら
ゆ
る
手
を
尽
く
し
て
い
ま
す

が
、
全
国
で
医
師
不
足
が
深
刻
化
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
難
航
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
介
護
施
設
に
つ
い
て
は
、

国
と
調
整
を
進
め
て
い
る
段
階
で
す
の

で
、
既
に
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
民
間

事
業
者
と
も
連
携
し
て
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

｜
｜

｜
｜

｜
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｜
｜
｜

町
民
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

”ふ
る
さ
と
の
再
生
“に
は
、
ま
だ
長

い
時
間
を
要
し
ま
す
。
仕
事
の
都
合
な

ど
で
、
簡
単
に
町
に
戻
る
こ
と
が
で
き

な
い
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
”浪

江
“
は
皆
さ
ん
の
ふ
る
さ
と
で
す
。
い

つ
か
状
況
が
変
わ
り 

”浪
江
“に
戻
れ
る

日
が
来
る
ま
で
「
ど
こ
に
い
て
も
浪
江

町
民
」
と
い
う 

”望
郷
の
思
い
“を
諦
め

な
い
で
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
が
帰
り
た
い
と
思
え
る
町

を
、
全
身
全
霊
を
か
け
て
一
生
懸
命
つ

く
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご

支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

か

き

震災から10年目の節目を迎えた浪江町が、これからどのよ
うに発展していくのか、前月号に続き「これからの町づく
り」について吉田町長に聞きました。

総務課秘書係　　0240（34）0239

吉田町長に聞く
「これからの町づくり」

����������	�	����



産業振興課商工労働係　　0240（34）0247産業振興課商工労働係　　0240（34）0247

町では、町内での買物に使用できる
「プレミアム付商品券」を
６月13日（土）から販売します。

プレミアム付商品券を購入できる人
・・商品券購入時点で浪江町に住民登録がある人
・平成23年３月11日時点で浪江町に住民登録があった人
・上記以外の人で、町内の事業所などに勤務（勤務先の証明が必要）している人

プレミアム率　50％
　５００円券（15枚つづりで 5,000円）　１,０００円券（15枚つづりで 10,000円）

一人当たりの購入上限額
　６万円（６万円で９万円分の買物ができます）

商品券が使える店
町内で事業を開始している「取扱店」で使用できます。なお「取扱店」は、店頭にポスターなど
を掲示するほか、町ホームページにも掲載します。
※詳しくは、町ホームページまたは広報なみえ６月号同封のチラシをご確認ください。
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抗体検査
クーポン券を使用し、医療機関や
職場の健康診断などで無料で受け
られます。 予防接種を受けましょう

（クーポン券の使用で無料）

抗体あり

抗体なし

※風しんへの抵抗力があるため、
　定期予防接種の対象外
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　0240（34）0249
　健康保険課健康係
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小学生の息子が自転車で歩行者に衝突し、けがをさせてし
まった。保護者の責任や賠償などについて教えてほしい。

　１年前、12歳の息子が、自転車でＡさんに衝突し、けがを負わせました。Ａさんから、
後遺症があり、賠償について話し合いたいと言われています。
事故は、息子と二人で信号機のある横断歩道を渡っているときに起きました。青信号で

渡っているＡさんに、息子が後ろから自転車で衝突しました。息子は自転車横断帯を通っ
ておらず、また通るようにも言っていませんでした。Ａさんは、事故の責任は保護者にも
あると主張しています。
Ａさんは当時65歳で、年収は400万円程度でした。事故で右肩腱板断裂などの傷害を負

い、手術し、１か月入院しました。事故後、肩に痺れが残り治療を継続するも、医師か
ら、これ以上、症状は改善しないと言われ、後遺障害等級（交通事故が原因で労働能力が
低下・喪失した場合に該当する
自賠責保険の等級）が第14級と
診断されたとのことです。
Ａさんに支払う賠償金の妥当

な金額を教えてください。

いつか役に立つ

法 律 識
No.41

日常生活の中で起こる可能性のある様々な事例に対して、
法律に基づいた対応策を紹介します。

知
弁護士　大橋　征平

総務課　主幹
（所属：福島県弁護士会）

小
Q

① 過失割合などは
子供には自転車横断帯を通らなかった過失などがある一方、Ａさんには過失が認められません。

よって、事故の発生について、Aさんに責任はなく、子供に事故の全ての責任があるとされる可能性
が高いです。12歳であれば、本人が責任を負い、さらに、保護者も子供を指導しなかった過失によ
り賠償責任を負うため、子供と保護者は連帯責任を負うと考えられます。
② 傷害に関する賠償は
Ａさんが事故により負った傷害に対し、治療費、通院交通費、入院雑費、休業損害、傷害慰謝料

などを賠償する必要があります。治療費、通院交通費は実費、入院雑費は１日当たり1,500円程度、
後遺障害が認定されるまで賠償が必要な休業損害（交通事故によるけがが原因で働けなくなった期
間の損害）は、休業日数に１日当たりの収入額を掛けて算定、また傷害慰謝料は、入・通院期間を
基準に算定します。例えば、入院期間１か月、通院期間11か月の場合、基準額は179万円です。
③ 後遺障害に関する賠償は
後遺障害が認定された場合、労働能力を喪失した分と慰謝料が賠償の対象です。労働能力喪失分

は、年収に労働能力喪失率と就労可能年数を掛けて算出します。喪失率は、等級が第14級の場合は
５パーセントで、年数は、高齢者の場合、平均余命の半分程度とされ、年収400万円を基に算定する
と、賠償額は130万円程度になると考えられます。また慰謝料は、第14級の場合の基準額は110万円
です。

A

けんばん

しび

あなたの子供に自
転車で衝突され後
遺症がある！
保護者も責任をと
るべきだ！

●
●
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デマンドタクシーとは？

例２

例３

例１

予約制の乗合いタクシー運行事業のことです。10人乗りのジャンボタクシー
２台で運行し、“浪江の自宅” などから町内や南相馬市まで送迎します。

まち・なみ・
まるしぇ

浪江の自宅

南相馬市の病院

浪江の自宅から仮設
商店街まち・なみ・
まるしぇに行きたい。

浪江駅から浪江の
自宅まで乗りたい。

浪江の自宅から
南相馬市の病院に
行きたい。

〈問合せ先〉 ●●予約受付……………　コールセンター　　0240（35）4125
●その他事業内容……　　企画財政課企画調整係　　0240（34）0240

1. 利用できる人　浪江町に住民登録がある人
2. 運 行 日 時　月曜日～土曜日（祝日を除く）９時～17時  ※南相馬市行きは火・木・土曜日のみ
3. 利 用 料 金　無料（当面の間）
4. 利 用 方 法　コールセンターに電話予約

こ
の
よ
う
な
と
き
に

浪江町デマンドタクシーを運行しています浪江町デマンドタクシーを運行しています
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●
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●
●

たばこと健康（第２回）

●
●

●
●
●

風邪を予防する
５つの良い習慣

健康知恵袋

うけどんの

　がん予防のためには、たばこを吸わな
いことが最も効果的です。
　たばこの煙の中には、発がん物質が約
70種類も含まれているといわれていま
す。
　発がん物質は肺や気道だけでなく、胃、肝臓、すい臓、膀胱、子宮

頸部などでがんを引き起こす因果関係が明らかになっています。しかし、現在吸っている
人も禁煙することでがんのリスクを下げることができ、健康で長生きできる可能性が高ま
ります。
「５月31日は世界禁煙デー」です。この機会に禁煙にチャレンジしてみませんか。

（出典：国立がん研究センター（がん情報サービス）ほか）

適正飲酒の
５か条

４回
シリーズ
だよ

ぼうこう しきゅう

けい ぶ



責務の全うを誓い大平山に新たなシンボルが誕生

長きにわたり伝統を紡いだ校旗を返納

４月３日、請戸川リバーラインの桜が見頃となり、遊歩道には、
写真撮影や散歩に訪れる人たちの姿が見られました。
また、夜にはライトアップも行われ、昼間とは雰囲気が一転した

夜桜を楽しむことができました。

３月27日に小中学校教職員の離任式、４月１日に着任式が役場本庁舎で行われました。
現在、町内には、なみえ創成小学校・中学校が開校、また二本松市内では、津島小学校が開校し
ています。離任した先生の実績を生かし、また、着任した先生と力を合わせ、町立学校に通学する
子供たち“一人一人が輝く”教育活動を行うとともに、全国各地に離れ離れになっている子供たちと
のつながりや絆を大切に、子供たちと保護者の気持ちに寄り添った教育に取り組んでいきます。

３月19日、浪江にじいろこども園において、卒園式が行われました。
卒園児２人は、保護者や先生が見守る中、園長先生から修了証書を受け取り、園生活の思い出など

を堂々と発表しました。立派に成長した子供の姿に、涙を浮かべる保護者。最後は、在園児が中心と
なり卒園を祝福しました。

最後はみんなと握手で お母さんの前で堂々と

お世話になりましたよろしくお願いします

闇に浮かぶ幻想的な桜並木うけどんも記念撮影

���� �������	�	����

皆さんの身の回りにある楽しい話題、
いっぷう変わった話題などの情報を募集しています。

　企画財政課情報統計係
0240（34）0241　　

橋本堅太郎氏（文化功労者・彫刻家）から、「震災で犠牲と
なった方々の魂を悼み、また被災した全ての浪江町民の心の
安穏を祈念して」母子像が寄贈されました。３月11日、大平
山霊園（請戸地区）にて、関係者出席の下、除幕式が行われ
ました。

思い出を胸に刻み

教育長から、はなむけの言葉が

４月５日、浪江町地域スポーツセンターにおいて、浪江町
消防団幹部辞令交付式が行われ、新たに幹部となる昇級者に
辞令が交付されました。
今年度も、夜警や訓練、毎週日曜日のパトロールなどを実

施し、地域の安全・安心の確保に努めます。

責務の全うを誓い責務の全うを誓い責務の全うを誓い大平山に新たなシンボルが誕生大平山に新たなシンボルが誕生大平山に新たなシンボルが誕生

３月23日、修・卒業証書授与式を執り行った後、浪江小学
校の休校式が行われました。式では、教育長による「休校宣
言」を受け、校長が教育長に校旗を返納。その後、浪江小学
校の最後の卒業生が児童代表の言葉を述べ、児童・教職員が
校歌を斉唱し、式を終えました。
明治６年の創立から147年、１万895人の卒業生を送り出

し、浪江小学校の長い歴史は幕を閉じました。

長きにわたり伝統を紡いだ校旗を返納長きにわたり伝統を紡いだ校旗を返納長きにわたり伝統を紡いだ校旗を返納

３月23日、浪江小学校・津島小学校の修・卒業証書
授与式が、二本松市の仮校舎で行われました。
卒業生１人は、伝統のたすきを在校生に引き継ぎ、

「これからも浪江を愛し、未来に向かって笑顔で進むこ
と」を誓いました。
「新型コロナウイルス感染症」の拡大防止のため、式
は、児童、保護者、教職員のみで行われましたが、卒業
生は、感謝と希望を胸に堂々と式に臨んでいました。

�����������	�	����
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問合せ
申込み
電　話
ファクス
メールアドレス
ホームページアドレス
フリーダイヤル

問

e
FAX

URL

TEL
申

＋ 仮設津島診療所のお医者さん

　仮設津島診療所　　0243（24）1431
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＋ 浪江診療所 のお医者さん

　浪江診療所　　0240（23）6173
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12月４日　土のう製造スタンド 100基

「新型コロナウイルスに関連した肺炎」の感染者が
国内でも確認され、政府などにより、感染拡大防止に
向けて様々な措置がとられている状況です。
そのため、掲載している各種募集記事やイベント内
容などが変更されている場合があります。最新情報に
ついては、各記事の問合せ先への事前の確認をお願い
します。

広報の掲載内容についてのお願い

「１分間だっこ」は、子供の不安を軽減し、親子の絆を深める効果があります。
ぜひ実践してみてください。だっこが難しいときは、手をつないだり頭をなでた
りすることも効果的です。また、添い寝をしたり、テレビを見るときに隣に座っ
たりするだけでも、スキンシップにつながります。
・・子供への効果……愛情が深まる、社会性が高まる、ストレスに強くなる
・大人への効果……リラックスできる、ストレスが緩和される

※広報なみえ４月号で、子育てサロン「ぽかぽかテラス」の年間予定をお知らせしましたが、５月20
日（水）の開催については、「新型コロナウイルス感染症」の拡大防止のため、中止となります。ま
た、６月以降の開催の有無についても、広報なみえなどでお知らせします。

　浪江にじいろこども園　　 0240（25）8619

親子のスキンシップタイム
～１分間だっこ～

●

●
●

　津島小学校　　 024（567）3970

例年５月に開催していた「まるごとなみえっ子運動会」は、「新型コロナウイルス
感染症」の拡大を防止するとともに、津島小学校の最後の運動会であり多くの皆さん
に参加してもらうため、下記のとおり開催します。ご理解、ご協力をお願いします。

●日時  11月７日（土）９時～　●会場  津島小学校体育館（二本松市）

津島小学校「まるごとなみえっ子運動会」を11月に開催

◆ ◆

なみえ創成小学校・中学校の今を伝える

なみえ創成通信
学校の基本理念　子どもたちの生きる力と夢を育み、地域の未来を切り拓く学校

なみえ創成なみえ創成小学校・中学校ブログ 検索

なみえ創成小学校　　0240（23）5335　　なみえ創成中学校　　0240（23）5336

なみえ創成中学校　３月13日（金） なみえ創成小学校　３月23日（月）

なみえ創成小学校・中学校ともに初めての卒業証書授与式が無事に終わり、
３人の児童・生徒が、“なみえ創成”を巣立っていきました。地域の未来を担う
子供たちの将来が、希望に満ちた輝かしいものであってほしいと願います。

「新型コロナウイルス感染症」の拡大防止のため、式は、児童・生徒、保護者、教職員のみで行われま
したが、子供たちは立派な姿勢で式に臨みました。出席者が見送るなか、笑顔で歩く卒業生の姿は、と
てもさわやかで素敵でした。

３
子

祝卒業！

お世話になった
先生と一緒に
お世話になった
先生と一緒に
お世話になった
先生と一緒に

希望を胸に
次なるステージへ
希望を胸に
次なるステージへ
希望を胸に
次なるステージへ

「別れの言葉」を堂々と「別れの言葉」を堂々と「別れの言葉」を堂々と笑顔で記念写真を笑顔で記念写真を笑顔で記念写真を
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●

●

12月４日 土のう製造スタンド 100基

皆さまから寄附金などのご支援をいただきました。

●ランドセルカバー・防犯ブザーなど
浪江地区交通安全協会 様
浪江地区安全運転管理者協会 様
安全運転管理事業主会 様

●被災地支援ショップ「かえる」（神奈川県）
代表　山道　英樹 様
（代理　篠原　健一 様）

寄附金　３月16日 寄　贈　４月２日
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なみえ新聞 通信

二本松事務所でタブレット・アプリの相談ブースを開設します！
タブレットの操作方法だけではなく、スマートフォンやアプリの使い方、インターネットのセキュリ
ティに関する不安など、様々な質問・疑問にお答えします。気軽に来てください。なお、５月20日（水）・
６月15日（月）は、「町弁護士による法律相談」の開催も予定されています。

なみえ新聞であの日の記事を確認したい！
なみえ新聞に掲載された過去の記事をもう一度見たい場合は、「記事を探す」から見ることができます。

※１人ずつ、対面形式で相談に応じます。
場合によりお待たせすることがあります。

※「新型コロナウイルス感染症」の拡大防止の
ため、内容が変更になる場合があります。
最新情報は、町ホームページやなみえ新聞
でお知らせしますので、事前の確認をお願
いします。

５月20日（水）　13時30分～16時

５月26日（火）　10時～12時

６月15日（月）　13時30分～16時

６月23日（火）　10時～12時

【日　　時】

①「記事を探す」を押す ②カレンダーから見たい日付を押す ③選んだ日付の記事が表示される

町内の飲食店情報をチェック
なみえ新聞の「なみえ町内
マップ」を見れば、浪江町内
で営業している飲食店情報を
見ることができます。
※外部サイトにリンクしてい
ます。

マスクの着用を
お願いします

企画財政課情報統計係 0240（34）0241

●特別料金プランを利用している人
浪江町タブレットサポートセンター 0800（919）3287（平日９時～17時15分）

●特別料金プランを利用していない人
浪江町役場企画財政課情報統計係 0240（34）0241（平日８時30分～17時15分）

【タブレットに関する問合せ】
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消防署からのお知らせ

●時間……深夜から明け方にかけて、人目が少ない時間帯に
発生

●場所……ごみ置き場、倉庫や物置など、外部から侵入しや
すく、人気のない暗がりで発生

●対象……可燃ごみや資源ごみなど、屋外に放置されている
燃えやすいもの

放火は、人が意図的に火を付けることで発生するため、未
然に防ぐことは難しいと思われがちですが、傾向を知ること
で対策が可能です。今すぐ放火防止に取り組みましょう。

火事と救急は119番
浪江消防署 　0240（34）4111
富岡消防署 　0240（22）2119《消防署連絡先》

放 火 の 傾 向

①門扉、車庫や物置などは必ず施錠する。
②家の周囲を整理整頓し、燃えやすいものは置かない。
③夜間、家の周囲を照明で明るくする。
④ごみは夜間に出さず、収集日の朝に出す。
⑤日頃から近所の人と声を掛け合うなど、地域全体で放火さ
れにくい環境をつくる。

五 つ の 対 策
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企画財政課
吉田　彩華

住民課
今野　涼太

農林水産課
窪野　士郎
（農林水産省）

企画財政課
菅野　友博
（福島県）

住民課
吉本　幸弘
（神奈川県）

農林水産課
石下　義行
（神奈川県）

企画財政課
榎本　友翔
（東京都新宿区）

介護福祉課
荻堂　盛太
（東京都新宿区）

農林水産課
水谷　　誠
（神奈川県横浜市）

健康保険課
長谷川達哉
（民間派遣）

企画財政課
平原　敬士
（民間派遣）

農林水産課
菅野　賢司
（東北農政局駐在）

農林水産課
江上　宗信
（福島県駐在）

浪江にじいろこども園
伴場　佳乃

浪江にじいろこども園
石橋　晴菜

健康保険課
岡本　ちり

住宅水道課
井口　勇樹

教育委員会事務局
岩﨑　　勉

よろしくお願いします
令和２年度浪江町役場職員７人、任期付職員１人が採用されました。
また、他の自治体などから新たに16人、応援に来ていただいています。

町民の皆さま、よろしくお願いします。

健康保険課
七海　邦子

教育委員会事務局
長谷　剛史
（神奈川県）

教育委員会事務局
木村　正人
（高知県）

まちづくり整備課
西城　　崇
（神奈川県）

産業振興課
武本　秀之
（岡山県赤磐市）

まちづくり整備課
磯野　宏実
（大分県中津市）
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健康保険課放射線対策係　　0240（34）0261

放射線相談員だより放射線相談員だより
～自然の放射性物質が含まれている食べ物は安全？～

浪江町役場本庁舎には放射線相談員が常駐しています。今回は自然の放射性物質が
含まれている食べ物の安全性についてお話しします。

ホウレンソウには、自然の放射
性物質が１キログラム当たり
200ベクレル含まれていると聞
きました。食品の基準値（１キ
ログラム当たり100ベクレル）
を超えていませんか？

ホウレンソウ以外の食べ
物にも「カリウム40」
は含まれていますか？

ホウレンソウに含まれている自然の放射性物質は
「カリウム40」です。食品の基準値（１キログ
ラム当たり100ベクレル）は、“原発事故”で発生
した「セシウム134」「セシウム137」の基準な
ので、「カリウム40」には適用されません。

含まれています。それぞれ１キログラム当たり米は30、
牛乳は50、牛肉は100、ポテトチップスは400ベクレ
ル程度です。これは“原発事故”前から自然の食品に含
まれているため、特に心配する必要はありません。
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未曾有の大災害により甚大な被害を受けた
ふるさと浪江町。
震災前にふるさとを離れた人、町と関わり

がある人が抱く浪江町への思い、復興を支え
るために果たしたい思いなど「浪江町ゆかり
の人」の声をお届けします。

浪江町ゆかりの人

平成23年３月11日に発生した東日本大震災、そし
て福島第一原子力発電所の事故により、町内全域に出
されていた避難指示は、平成29年３月31日に「帰還
困難区域」を除き解除されましたが、多くの浪江町民
は福島県内外に分散して避難生活を続けています。町
を取り巻く状況が徐々に変化する中で、町民の皆さん
がどのような思いで生活し、ふるさとへの思いを抱い
ているのか。
“浪江のこころプロジェクト” は、町民の皆さんの
声を「浪江のこころ通信（※1）」を通してお届けし、
皆さんの思いや暮らしぶりを発信・共有しようとする
ものです。
一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアム

（※2）が中心となり、全国各地のＮＰＯ、大学などの
皆さんが取材を進め、浪江町と連携し「浪江のこころ
通信」を編集・発行しています。

※１　浪江のこころ通信は、町民の皆さんがお話しした「ここ
ろ」を伝えることを大切にするため、取材者が聞き取っ
てまとめた原稿をほぼ原文のままで掲載しています。

※２　一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアムは、大
学、ＮＰＯ、企業、経済団体、行政などが連携したコ
ミュニティ支援ネットワーク。仙台が本拠地。

● 第107号 ●

「浪江のこころ通信／第107号」への
感想をお寄せください。

　【連絡先】〒979－1592 
　　　　　 浪江町大字幾世橋字六反田7番地2

　　「浪江のこころ通信」宛て
　　　　　　　　　 FAX0240（34）4593
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取材者：高崎子ども劇場　大澤・関根
取材日：１月22日

帰ると〝ほっ〟とさせてくれる空気、
津島はかけがえのない故郷！

群馬県 今野　義雄さん（津島出身・群馬県在住）

▲良き理解者である奥さん（千代子さん）と

今野さんは、津島小・津島中学校を経て小高工業高校を卒業後、東京都で就
職。国立病院への転職を機に群馬県での生活を開始。過疎地の医療確保や医師
不足問題に取り組む中で、「医療法人大戸診療所」の設立・運営に携わり、平
成25年には地域医療に貢献した人に贈られる「若月賞」を受賞しました。
73歳となった現在も大戸診療所の顧問として過疎地の医療を見守る一方
で、居住地である群馬県渋川市の「北毛保健生活協同組合」の理事として地域
医療の充実に向けた取り組みを進めています。

▲浪江から離れて暮らしてい
ても、多方面から浪江町の
サポートを続ける今野さん

▲浪江から離れて暮らしてい
ても、多方面から浪江町の
サポートを続ける今野さん

▲浪江から離れて暮らしてい
ても、多方面から浪江町の
サポートを続ける今野さん

◆震災前後
故郷の津島には母が一人で暮らしていました。盆や
暮れはもとより、事あるごとに帰省し、近所の人たち
や親戚・同級生と会いだんらんするのが楽しみでし
た。震災直後、南会津町に避難した母のもとに駆けつ
けましたが、避難の長期化や高齢となってきた母の健
康が心配で群馬県に来てもらいました。母はその後、
娘のいる千葉県に避難し、昨年３月に93歳の天寿を全
うしました。生きているうちに故郷に帰れなかったの
が悔やまれます。
◆現在の活動
群馬県東吾妻町に避難してきた南相馬市や浪江町の
人たちの医療支援や交流を始め、現地視察や福島県の
仮設住宅や復興住宅での健康相談・お茶会などを行っ
てきました。とにかく、“被災地浪江”の現状を知って
もらうことが必要と、この８年、医療関係団体・自治
会などの皆さんをこれまでに延べ800人余り、浪江町
などに案内してきました。

帰還困難地域で９年も放置されたままの実家は、人
が住める状況ではなく、母も亡くなったことから解体
することになりましたが、先祖からの墓も故郷も守り
続けたいと思っています。
“津島の獅子舞”や“田植え踊り”を懐かしく思います
し、いつも変わらぬ山や川、なによりも空気が違いま
す。帰ると〝ほっ〟とするのが故郷です。震災前の津
島には、「診療所を守る会」があり医師確保など、努力
していましたが、この“津島の思い”が群馬県の過疎地
で医療確保に携わってきた私の原点であったと思いま
す。
◆これからの浪江町
津島の有志「ふるさと津島を映像で残す会」のド
ローン映像の完成が楽しみです。無くなってしまうか
も知れない故郷の姿・実家の姿を、孫や次世代に伝え
たいものです。
“帰還解除”されても戻る人が少ないのは残念です
が、迷っている町民が帰る判断のできる環境・子供た
ちが安心して帰れる状況を早く作って欲しいもので
す。町職員の皆さんも本当によくやっています。

震
災
直
後
、
年
齢
も
生
活
の
状
況
も
全
く
違
う

け
れ
ど
、「“

故
郷
福
島”

の
た
め
に
何
か
で
き
る
こ

と
を
」
と
の
共
通
の
思
い
を
持
つ
３
人
が
出
会

い
、
県
人
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。「
ま
ず
は
、
鹿

児
島
県
に
い
る
福
島
県
出
身
者
へ
呼
び
掛
け
て
み

よ
う
」
と
、
記
者
会
見
を
開
き
、
私
が
年
長
者
な

の
で
会
長
を
引
き
受
け
、
事
務
局
も
私
の
職
場
に

し
た
ら
、
会
見
翌
日
か
ら
職
場
の
電
話
が“

ジ
ャ

ン
ジ
ャ
ン”

鳴
っ
て
、
若
い
職
員
が
「
何
を
言
っ
て

お
ら
れ
る
の
か…

。“

鹿
児
島
の”

“

福
島
の”

だ

け
、
分
か
り
ま
す
」
と
私
の
も
と
へ
。
九
州
の
人

に
は
聞
き
取
り
づ
ら
い
、
懐
か
し
い
私
の
故
郷
の

言
葉
で
、
受
話
器
の
向
こ
う
か
ら
切
々
と
思
い
を

伝
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
鹿
児
島
県

在
住
の
福
島
県
出
身
の
皆
さ
ん
と
、
翌
月
に
「
第

１
回
昼
食
懇
談
会
」
を
開
き
ま
し
た
。
懇
談
会
は

今
も
６
月
と
11
月
に
開
催
し
て
い
ま
す
よ
。
春
に

は
「
福
島
復
興
支
援
ツ
ア
ー
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。「
私
、
こ
こ
で
生
ま
れ
た
の
よ
」
と
、
浪
江
駅

前
に
残
っ
て
い
た
西
病
院
の
前
で
皆
さ
ん
に
お
話

し
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
今
回
が
８
回
目
で
す

が
、
鹿
児
島
県
の
皆
さ
ん
に
「
今
だ
か
ら
こ
そ
、

福
島
県
を
見
て
ほ
し
い
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
報

道
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
。
参
加
し
て
良
か
っ

た
」
と
の
感
想
が
、
活
動
継
続
の
励
み
で
す
。

震
災
の
年
の
秋
、「
浜
通
り
に
行
く
運
転
手
が

い
な
い
か
ら
、
荷
物
は
福
島
駅
止
め
」
と
言
わ

れ
、
県
人
会
発
起
人
の
３
人
で
、
南
相
馬
市
ま
で

鹿
児
島
県
の
サ
ツ
マ
イ
モ
や
新
米
を
運
び
ま
し

た
。
決
壊
し
た
堤
防
、
バ
リ
ケ
ー
ド
で
ふ
さ
が
れ

た
道…

自
分
の
目
で
見
た
あ
の
景
色
は
忘
れ
ま
せ

ん
。
故
郷
に
は
い
つ
で
も
帰
れ
る
と
思
っ
て
い
た

か
ら
遠
く
に
行
け
た
し
、
遠
く
に
居
ら
れ
た
ん
で

す
。
昔
の
よ
う
に
は
帰
れ
な
い
場
所
に
な
っ
た
こ

と
が
、
悲
し
く
切
な
い
。
そ
れ
で
も
、
ス
ー
パ
ー

や
歯
科
医
院
が
で
き
、
十
日
市
祭
も
町
内
で
開
催

さ
れ
る
、
こ
の
少
し
ず
つ
の“

動
き
出
し”

を
う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

▲「福島復興支援ツアー」取材記事が
掲載された新聞を手にほほ笑む諏
訪園さん
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取材者：ＮＰＯ法人ちば市民活動・市民事業サポートクラブ　鍋嶋
取材日：２月17日

〝見ていられない、ほっとけない〟
みんなが幸せな社会になったらいいね。

神奈川県 鎌田　正彦さん（幾世橋出身・神奈川県在住）

小学校６年生まで、幾世橋小学校に在学。その後、ご家族の仕
事の都合で神奈川県相模原市に転居された鎌田さん。相模原市の
小学校の同窓会会長や「ＮＰＯ法人神奈川県被害者支援セン
ター」のメンバーとして活躍されています。

▲良き理解者である奥さん（千代子さん）と▲良き理解者である奥さん（千代子さん）と▲良き理解者である奥さん（千代子さん）と

◆浪江町とのつながり
友達と幾世橋の川でドジョウやカジカ捕りをした
り、校庭の藤づるで“ターザンごっこ”をして遊んだり
したこと、給食のけんちん汁がおいしかったことな
ど、思い出がたくさんあります。自然が豊かでした
ね。亡くなった父は、銀行員や“炭鉱マン”と職を転々
としていました。幾世橋で魚屋を営んでいたこともあ
りました。４男１女の子育てで忙しいなか、母も一生
懸命に手伝っていた姿が浮かびます。
私が小学校６年生のとき、叔父夫婦の世話で、家族
そろって相模原市に転居しました。地元の小・中学
校、神奈川県藤沢市の高校を経て、東京都内の大学を
卒業、就職と、関東圏での暮らしが長くなりました
が、幾世橋小学校の同窓生とのつながりは現在も続い
ています。平成15年に浪江町「福島いこいの村なみ
え」で開催された幾世橋中学校の同窓会に参加。翌々
年、横浜で開催された同窓会には、20人ほどの人たち
が集まりました。東日本大震災後、連絡が取れない人
も多く、どこで暮らしておられるだろうか、元気だろ
うか、と気になります。

◆世界平和への思い
犯罪被害にあった人たちの中には、声を出せなくて
諦めてしまう人たちも少なくありません。私は、困っ
ている人を“ほっとけない”性分で、そうした人たちの
支援活動や防犯のための活動を続けてきました。ま
た、国際交流協会の支援員として、イタリア、カナ
ダ、ベトナムといった様々な国の在日外国人の人たち
との交流も進めています。
様々な活動を通して、「世界平和を願い、弱者市民の

声を市政に！」届けたいという思いが募り、４年前の
県議会議員選挙、昨年の市議会議員選挙の二つに立候
補しました。残念ながら当選はできなかったのです
が、思いは変わりません。弱者の声を政治に届けるた
めに、活動を続けていきたいと思います。
◆浪江町への思い
“ふるさと福島”への思いは熱く、数年前まで相模原
市の福島県人会の会長も務めていました。現在は、
「かながわ避難者と共にあゆむ会」のメンバーとし
て、福島県から神奈川県に避難して暮らす人たちの支
援活動を行っています。福島第一原子力発電所の廃炉
の問題など、難題が残る“ふるさと浪江町”、被災した
人たちへの国からの支援がもっとあればと思います。
私は陰ながら応援し続けたいと思います。そして、浪
江町の人たちと会って励まし合うことができればと
願っています。

▲浪江から離れて暮らしてい
ても、多方面から浪江町の
サポートを続ける今野さん

鹿児島県

取
材
者
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
つ
な
ぎ
te
お
お
む
た　
彌
永

取
材
日
：
１
月
21
日

諏
訪
園
厚
子
さ
ん

　
（
川
添
出
身
・
鹿
児
島
県
在
住
）

昔
の
浪
江
町
に
戻
っ
て
ほ
し
い
。

心
の
底
か
ら
、そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。

結
婚
を
機
に
鹿
児
島
へ
移
ら
れ
た
諏
訪
園
さ

ん
。
震
災
直
後
、「
う
つ
く
し
ま
福
島
の
会
（
福

島
県
人
会
・
鹿
児
島
）」
を
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
発
足
当
時
か
ら
書
き
続
け
て
お
ら
れ
る
何
冊

も
の
記
録
ノ
ー
ト
に
は
、
打
合
せ
メ
モ
や
活
動
が

掲
載
さ
れ
た
新
聞
の
切
り
抜
き
な
ど
が
び
っ
し

り
。
故
郷
へ
の
温
か
い
思
い
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。

▲「福島復興支援ツアー」取材記事が
掲載された新聞を手にほほ笑む諏
訪園さん
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編集・発行　福島県浪江町役場企画財政課広報 №652

皆さん、「マイナンバーカード（顔写真付き、プラスチック製）」
はお持ちですか。
７月から申込みが始まる「マイナポイント」（キャッシュレス決済サー
ビス利用時に付与される買物などに利用できるポイント）制度を利用する
ためには、「マイナンバーカード」が必要です。

カードの交付まで申請後１か月程度かかるので、必要な人は早めに手続しましょ
う。窓口で申請する方法は下記のとおりです。
■ 必要書類
・・通知カード　・個人番号カード交付申請書　・顔写真（縦4.5センチメートル・
横3.5センチメートル。６か月以内に撮影した正面・無帽・無背景のもの）・印
鑑（スタンプ式を除く）　・本人確認書類（運転免許証など）　・住民基本台帳
カード（所有者のみ）
■ 手続方法
必ず、本人が必要書類を持参し、住民係、二本松事務所、各出張所で申請して
ください。「マイナンバーカード」は、申請後１か月程度で「本人限定受取郵便」
で郵送されます。なお、15歳未満の人または成年被後見人が申請し交付を受ける
場合は、本人が法定代理人とともに本人確認書類を持参のうえ来庁してください。

　住民課住民係　　 0240（34）0230

●
●

「マイナンバーカード」はお持ちですか

カ ド 交付まで申請後１か月
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